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「アンケートのお願い」 
平成 19 年度における事業開催の１つ、小規模検査室

研修会（臨床検査技師5名以下の施設に所属される会

員が対象ですが希望者はすべて対象）を開催するにあ

たり、会員皆様のご希望・ご意見を参考に研修会を設

定したいと考えていますので、アンケート調査にご協

力宜しくお願い致します。 
「小規模検査室は日常業務が専門的な業務以外にも

あらゆる検査部門について従事することもあるため、

大規模検査室においては想定できない業務や運営が

ありご苦労されていると思います。今研修会では講師

の話を聞くだけでなく、会員同士の絆を深め互いに連

絡をとりあい相談し合えるそんな研修会にしたいと

思っています。」 
 
アンケート内容 
  *希望される研修会の内容 

  *開催曜日 開始時間 

  *開催場所（地域） 

  *その他・ご意見 

 
臨床検査技師5名以下の施設数 
県北支部  ２９／４４ 施設 
県南支部  ４３／５７ 施設 
会津支部  １１／１９ 施設 
いわき支部 ２０／２９ 施設 
相双支部  １３／１９ 施設 
 （１８年度総会資料による） 

日臨技生涯教育研修制度が改正されたことを知ってい

ますか？ 
 
 平成18年度会報JAMTに数回にわたり関連記事が掲

載されたので経過を把握されている方もおられるでしょ

う。平成19年6月1日発行の会報JAMTに 『日臨技

生涯教育研修制度ガイドライン』暫定版が示されていま

す。確認されましたでしょうか。何故、暫定版と付記さ

れているかといいますと、公益法人制度の改正により日

臨技は公益社団法人への移行を目指し新たな組織作りに

取り組んでいるところです。つまり公益社団法人格の取

得には厚生労働省の定める認定基準をクリアーする必要

があります。厚生労働省は早ければ夏～秋にその全容を

明らかにするとして、現在策定を急いでいるところです。 
それによる修正の可能性もあり得ると考えられるため 
『暫定版』として示されました。今年度が新『生涯教育

研修制度』の、初年度にあたりその対応の詳細について

は、次回の広報誌に掲載します。以下主な改正点です。 
  
※ 履修期間…開始から5年間を１クール（改正前3年） 

※ 教  科…｢基礎教科｣および｢専門教科｣（改正前は 
       基礎教科AおよびB専門教科C） 
※ 点  数…基礎教科６０点以上専門教科１４０点以

上で２００点以上（改正前は１００点） 
※ 研修方式…｢会場研修｣と｢自宅研修｣の2通りの区分 
※ その他詳細は次回以降Echoにてお知らせします。 
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 第39回福島医学検査学会を終えて 

学会長  山口 順市 
    

初夏を迎える今日この頃、会員の皆様には益々

ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
第 39 回福島医学検査学会並びに平成 19 年度

（社）福島県臨床衛生検査技師会総会を 5 月 12、
13 日、いわき市文化センターに於いて開催いたし

ました。学会参加数は総勢 371 名と多数の会員及

び非会員に参加して頂き開催支部を代表し深く感

謝申し上げます。本学会に対し皆様の多大なるご

支援とご協力により公開講演、教育講演、一般演

題 45 題発表等、賑やかな雰囲気の中、開催するこ

とができました。公開講演にはスパリゾートハワ

イアンズ取締役企画部長、坂本征夫氏による「炭

砿からテーマパークへ」、教育講演には神奈川県衛

生研究所所長、今井光信先生による「迫り来るHIV
感染」のご講演をいただき、笑いを交えたお話、

フロアからの活発な質疑応答等もあった有意義な

講演会ではなかったかと思います。一般演題発表

では会員の皆様が日常業務の傍ら研究や検討を積

み重ねてこられ、より優れた演題の発表と共に各

会場にて活発な討論をして頂きましたこと、担当

支部として改めて感謝申し上げます。またベルマ

シェリで開催された情報交換会にも、会員の皆様

に多数ご列席いただき、余興等を交えた楽しい和

やかな雰囲気の中、より一層親睦を深めていただ

けたのではないかと思います。 
2 日間このような学会を開催し無事終了するこ

とができたこと、一重に参加して頂きました会員

並びに関係各位のご協力の賜であり、また第 39
回福島医学検査学会の為、県内最南端のいわき市

へ遠路はるばる多数の会員の皆様にお越し頂きま

したこと、支部会員一同、深く感謝いたします。 
最後に福島県臨床衛生検査技師会の益々の発展

と今後さらに県医学検査学会が皆様のご協力とご

支援のもと実り多い学会となることを祈念し御礼

の言葉と致します。 
 

 
 

         事務局長  蛭田 栄子 
 
今回の学会を運営するにあたり、広告協賛 28 社、

パンフレット展示 9 社のご協力を頂き、深く感謝申し

上げます。今学会は公開講演「炭砿からテーマパーク

へ」を皮切りに総会、一般演題発表、教育講演「迫り

来る HIV 感染」の流れで開催されました。１日目の

公開講演には非会員の方も 32 名ほど参加され、いわ

き市民の中で全盛だった常磐炭砿時代とオーバーラ

ップし懐かしく拝聴したのではないかと思います。総

会では県技師会会員数947名に対し出席者数143名、

委任状 522 名で総会成立し、皆様のご協力により議事

の審議がスムーズに終了致しました。情報交換会は

175 名の会員参加がありフラダンスと阿保鳥のミニ

コンサートで盛り上がり会員のコミュニケーション

の場となりました。2 日目の一般演題は計 45 題と多

くの発表があり活発な質疑応答がされ、熱気が溢れて

いました。申込頂いた演者の方並びに共同演者の方に

御礼申し上げます。学会 2 日間の参加人数は 5 月 12
日 163 名、5 月 13 日 129 名、賛助会員 47 名の計 339
名、非会員 32 名を合わせると 371 名の参加で盛会に

終了する事ができました。事務局として行き届かなか

った点もあったと思いますが、今後の反省点として次

回に申し送りし、事務局報告と致します。皆様のご協

力誠にありがとうございました。 
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 学術部担当 かしま病院 菱川恭子 
 
この度、学術部の実行委員として参加させて頂きま

した。学術部としての大きな役割は、一般演題発表に

関する担当です。今学会には 45 題という過去最高の

演題申込みを頂きました。どれも優れた貴重な内容の

ものばかりで、各会場で活発な討論が行われていたよ

うに思います。会員の皆様には改めまして、感謝申し

上げます。予想を超える演題数に、会場を 1 会場増や

し５会場設けました。第３会場と第４会場はひとつの

会議室を 2 つに仕切ったため、となりの会場の声や音

が聞こえてしまい、ご不便ご迷惑をおかけしましたこ

とをお詫びいたします。またスライドに関して一部不

具合が生じてしまい、発表者本人による確認用パソコ

ンの設置の必要性は次回への反省点となりました。さ

らに今学会では新たな試みとして、健康チェックコー

ナーを設け、加速度脈波測定と血糖自己測定を行いま

した。血管年齢や血糖値を測定されたことで、生活習

慣を振り返るきっかけにして頂けたらと思います。私

個人としては、今まで学会には何度も参加していまし

たが、実行委員として準備段階より参加するのは初め

てでしたので、学会長いわき支部の実行委員、運営委

員の皆様、前回開催された県南支部の方々に、ご指導

ご協力いただきながら学会運営に携わることができ

ました。この場をおかりして厚く御礼申し上げます。 
諸先輩の皆様が築いてこられた歴史ある福島医学

検査学会にこうして参加できたことは大変貴重な経

験となりました。今後もこの経験を糧に技師活動に積

極的に参加していきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日臨技特別企画「人財育成フォーラム」in 宮崎 
        日臨技女性部委員会委員 金子隆子 

 
日臨技に〝女性部会〟が編成されたのは平成１７年

度からだが、私は平成１８年度から委員になった。女性

技師が日臨技会員の６割強を占める今日、会の運営に参

加している女性技師の割合はまだまだ少数である。女性

部委員会は特別指定事業の人財育成事業部に属しており、

東京の技師会館で協議を重ねてきた。そして、第５６回

日本医学検査学会で〝女性技師の活躍〟をメインテーマ

に、人材育成フォーラムを開催することになった。これ

までの学会とはちょっと違った企画であり、会場にどの

位の会員が参加してくれるのか、不安と期待で当日を迎

えた。演者は 20 代の若手技師から第一線で活躍してき

たベテラン技師など 6 名（女性 5 名、男性 1 名）、検査

業務から知識の習得、臨床検査技師としてどうあるべき

か、家庭生活まで情熱あふれる発表であった。何事にも、

日々向上心をもち、前向きに取り組んでいる演者達から、

私自身、たくさん刺激され、エネルギーをわけてもらっ

た。福島県からいわき婦人科内科の「前田真知子」技師

の発表も、注目される内容であった。検査技師 3名とい

う小規模施設から臨床エンブリオロジストとして、国際

的に認められた程の技術の確かさは、凄いの一言です。 
今回の発表内容は抄録集に掲載されているので、改めて、

手にとってごらん下さい。震えるような感動を味わえる

ことでしょう。（写真は前田真知子さん） 
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編集後記 
 今年度初回の広報誌をお届けします。今、私達を取り巻く社会状況はめまぐるしく変わりつつあります。 
その状況を把握し、より良く対応して行くことが求められています。アンケートのお願いのなかで実は検査技

師 5 名以下の施設の方が圧倒的に多いという驚き。新｢生涯教育研修制度｣に大きな影響を及ぼす公益法人制度

の改革。今回公益法人改革の大枠の大枠ともいえるものを載せました。日臨技ではすでにこの改革による会計

基準の改正を見据えた予算執行体制をとり、対応を急いでいるようです。それから今回取り上げることが出来

なかった結核予防法の廃止と新感染症法への統合、認定一般検査技師、認定心電検査技師、認定臨床染色体遺

伝子検査技師等つぎつぎとうまれる認定技師の事など様々な情報を提供し、皆で共有してゆける広報誌を目指

して行きます。昨年度までは東へ西へと通勤しこの 4 月からは朝は南へ、夕は北へと通っています。 
太陽の位置が変わって妙に納得。(長谷川) 
 

 

公益法人制度が変わります。 
 

 
 
 

 
社団法人福島県臨床衛生検査技師会     

 
  ↓ 一定の目的のもとに結合した人の集合体で、 

    民法上、学術等公益事業を目的とし主務官庁

の許可を得て法人となった社団 

公益法人制度を変えるための法律はすでに公布さ

れている。（H18・6・2） 
 
↓ 公益法人制度は明治 29 年の民法制定以来１００年余に

わたり見直されず時代に合わなくなり、かつ行政改革の

一環として制度改革が行われる。 

公布から2年6ヶ月以内の任意の政令で定める日に

法律は施行される。 
  ↓     新制度は平成２０度中に施行されるらしい 

移項期間は 5 年間 
           公益事業目的比率が50/100以上 

  ↓         

 

 
公益社団法人福島県臨床衛生検査技師会 

          

       

 
 
 
社団法人福島県臨床衛生検査技師会 
   
     認定の申請 公益社団法人             

     【認定の基準】 

 
 
              定の基準に適合する。 
 

                      
     認可の申請 一般社団法人 

 
  
 
 
 
 

 
 
          何もせず   解散 
 
 
職場でも皆さんで話し合って下さい。 

☆定款の変更案が公益法人認定 
法の規定に適合する。 

☆公益法人認定法による公益認 

  

【認可の基準】 

☆定款の変更案が一般社団・財団

法人法に適合する。 
☆公益目的支出計画が適正で 
あり、計画を確実に実施すると

認められるものであること。 
 

この部分が変わる 

やったね 
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